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私の肝に銘じた紳両君の至情！
　外務省調査部一粟原正
270r
　人闇の至情に感じた話，一ツ．私の話しは現在ブラジルのアリアンサで「栗
原研究所』を創設し，在留邦人の文化的事業に墨痒してるる神屋信一君に就い
て：’ある・同平すれば大正一卜二年，恰度，墨東大震災の一週闇以前，私は，
かの大震災の悲報を船中にきSつ師高州領事として任地に着いた．輻州に來
て程なき日，憂灘より一面識もない青年が日本領事館を訪問してきた．私は，
寧ろこNろよくこの未知の青年を迎へた・青年は野屋信一と云ふ名刺を見せ
て，野州に來って，日本人として活躍したL希望を述べたので，私も種々そ
の事情をきS，知人を紹介して一先づ何れへか就職を求むる事に努力した．
　　　　　　　　　　　e・一・一・一・一・一・i・・一・一・一Q
　しかし数日饒を饗しも紳屋下の適當なる職業がなく，所謂就職蓮動は頗る
思はしくなかった．一日神屋君は日本領事館に私を訪ね，私の小さな努力に
感謝しつS再び藁趨へ蹴ると云ふ決心を述べたが，私は氏との野晒中，氏が
その李生を京都の一燈園にあって，砒會事業に献身せる経歴をきN，ひそか
に神屋君の入格を尊敬してみた．『この人なれば何か出搾る」かう思うた私
は，神屋慰の輻州に止まる事をすSめ，爾來，私自身から個人的に紳屋君の
世話をする事とした．こうする中に予州に多数の知人を持つやうになり，支
郵人の間に非常に：尊敬且つ信用を受くるに至った．
　　　　　　　　　　　e・一・…一・一・一t一，一…t－o
　紳屋鱈の仕事は自然に日本領事館の情報蒐集係，H本領事館と支那人との
連絡係りと云った様になってきた・時は恰も，蒋介石による國民晦命運動の
醗酵期にあったので，紳屋君は主として四民蕪その他の革命的民軍との連絡
に當り，有益確實なる情報を齎して我が領事館としては，大いにその便宜に
あっかる所があっ1た．
　　　　　　　　　　　e一・・一・一・一・・一一・一・一一・Q
　約ニケ年間高州にあって北：支に韓する事となった私は，從って帥屋君との
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交友をも断つ事となった．話は躍進して七年以後となる，私は本省の文書課
長としてあった頃，一日突然ズラジルより「栗原研究所」署名入りの手紙をう
け取った．不思議に思ふて開封してみた所，意外にも祠1屋信一君よりの通信
であった．この手紙の概要はかうである．
　“自分は幅州にあった當時，非常なお世話になり，叉貴君よりお金を拝借
したが，これを返濟する機會なく，お別れして仕舞つた以來，自分は一家を
引上げてブラジルへ移民してきたが，今日僅かの金をお返しするのは，反っ
て二三とも思ひ，報恩の一志とも思ひ，貴君を所長として，自然科學研究の
ために，こSに「栗原研究所』を創立した．この研究所の創立者はあなたであ
ると云ふ事を私は常に一念として在ブラジル邦人嚢展のために努力し度い。”
と云ふのである．聯三二のこの手紙に接した私は人閻の至純な情愛に上して
無限の感銘にうたれた．私は，神屋君に金を貸した事さへも全く忘れてみた．
瀞屋君の人格至誠この情感こそ，私の一・一・生を通じて，常に私を動かす大きな
『力』である．
　　　　　　　　　　　Q・一一・・一・一・一・一・一・一・一Q
　今サンパウロ市にある日伯新聞を見るど，アリアンサ日本人移民地におけ
る「栗原研究所」の事業が詳細に紹介せられてみる．今日研究所の事業は，京
都花山天文豪の山本一清博士と連絡を月文り，定期的に報告を花山天文壷へ途
ってみるやうである．叉これは花山天文憂のブラジル支断でもある．私は事
情り許す限り艸屋君の事業に支援し度い・精祠1的にも物質的にも今後この研
究所の山雲の爲めに努力し度い．ひとり紳屋上に正してY“なく，ブラジルに
おける我が邦人文化事業の1獲展に努力し疫いと思ってみる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（口本新聞，昭和ユ0年！月17iiより）
◎　L天界鼎1ぷ大品正され新し天文雑誌「が登刊される！！
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骨墓プレ重ンと共に新しく．』天女雑誌■として襲刊される事になりました・
